
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
使
っ
て
応
急
救
護
を
す
る
、

毛
布
等
を
利
用
し
、
応
急
担
架
に

よ
り
安
全
な
場
所
へ
搬
送
し
、
一

次
避
難
所
へ
避
難
す
る･･･

。
あ

な
た
は
い
ざ
と
い
う
時
に
、
き
ち

ん
と
で
き
る
自
信
が
あ
り
ま
す
か
。

　

事
前
に
正
し
い
手
順
や
ポ
イ
ン

ト
を
知
っ
て
お
き
、
実
際
に
や
っ

て
み
な
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時

に
体
が
動
き
ま
せ
ん
。
防
災
訓
練

で
身
を
も
っ
て
学
ん
だ
参
加
者
か

ら
は
、「
久
し
ぶ
り
に
や
っ
て
み
る

と
忘
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
、

訓
練
は
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
い

う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
非
常
用
持
ち
出
し
袋
」
を
用

意
し
て
い
て
も
、
重
さ
の
あ
る
水
は
、

多
く
の
量
を
持
ち
運
べ
ま
せ
ん
。
長

期
に
わ
た
り
非
常
時
が
続
い
た
と

き
、
生
き
る
う
え
で
不
可
欠
と
な

る
水
の
確
保
は
重
要
な
問
題
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
に
、
す

べ
て
の
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
に
浄
水

装
置
を
設
置
。
訓
練
で
は
、
装
置

を
使
っ
た
給
水
訓
練
も
行
わ
れ
た
ほ

か
、
災
害
対
応
自
動
販
売
機
の
体

験
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
分
や
家
族
等
の
命
を
守
る
た

め
、
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
火
災
を
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
で
、
初
期
消
火
や
通
報

等
の
行
動
が
早
ま
り
、
近
隣
へ
の

延
焼
被
害
も
軽
減
で
き
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
。
会
場
で
は
、
警
報

器
の
説
明
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

簡
易
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
相
談

の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
参
加

者
は
災
害
に
備
え
た
住
宅
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
重
要
と
な
る
の
は

「
正
確
な
情
報
」で
す
。情
報
に
よ
っ

て
次
の
行
動
が
大
き
く
変
わ
っ
て

く
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
正
確

防
災
訓
練
か
ら
学
ぶ

災
害
時
の
備
え

　

９
月
12
日
、
町
立
亀
井
小
学
校

を
会
場
に
「
第
10
回
鳩
山
町
防
災

訓
練
」
が
行
わ
れ
、
今
回
の
訓
練

対
象
と
な
る
、
大
橋
、
奥
田
、
須

江
、
竹
本
、
泉
井
、
高
野
倉
、
上

熊
井
、
下
熊
井
地
区
の
住
民
の
ほ

か
、
多
く
の
協
力
団
体
が
一
堂
に

介
し
、
災
害
を
想
定
し
た
様
々
な

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
自
分
や
家
族
を

自
ら
が
守
る
「
自
助
」、
地
域
を

み
ん
な
で
守
る
「
共
助
」、そ
し
て
、

自
助
や
共
助
を
自
治
体
が
後
押
し

す
る
「
公
助
」
の
連
携
が
必
要
で

す
。
訓
練
で
は
、「
自
助
」
や
「
共

助
」
を
念
頭
に
、
町
民
自
ら
が
被

正
し
い
知
識
と
訓
練
が

な
け
れ
ば
実
践
は
無
理

非
常
時
が
長
期
に
わ
た
る

と
き
、大
切
と
な
る
〝
水
〟

住
ま
い
を
防
災
の

視
点
で
見
直
そ
う

な
情
報
は
、
現
地
確
認
や
情
報
の

集
約
か
ら
導
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、

情
報
も
、
き
ち
ん
と
発
信
さ
れ
な

け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

防
災
訓
練
で
は
、
鳩
山
消
防
団

が
被
害
状
況
調
査
等
を
行
い
、
正

確
な
情
報
を
本
部
へ
報
告
す
る

「
広
報
支
援
訓
練
」
や
、
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
ク
ラ
ブ
防
災
Ｎ
Ｅ
Ｔ
鳩
山

に
よ
る
「
非
常
通
信
訓
練
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
防
災
行

政
無
線
に
よ
る
「
緊
急
速
報
メ
ー

ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）」
の
配
信
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

害
を
大
き
く
し
な
い
た
め
の
「
初

期
対
応
」
を
学
ぶ
も
の
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

特
集

　災害時は、避難者の受入体制を整えることも
重要です。防災訓練では、避難者受入のための受
付会場を設置し、被災者情報を記載したカード
を掲示板に貼り付ける訓練も行われました。
　また、近年では、寝たきりの高齢者、障がいの
ある方、妊産婦など、一般の避難所で共同生活が
困難な方が安心して避難生活ができるような

「福祉避難所」を開設することが求められていま
す。訓練では、すでに協定を締結している社会福
祉法人鳩山松寿会と社会福祉法人ありす福祉会
への、福祉避難所開設訓練も行われました。

　防災の日である９月１日、町と社会福祉法人あ
りす福祉会の間で、災害時における二次避難所

（福祉避難所）の開設等に関する協定締結に伴う
調印式が行われました。
　この協定により、災害時に通常の避難所では
避難所生活が困難であり、何らかの特別な配慮
を必要とする要援護者の安全確保が図れました。
　宮倉 裕二理事長は、「災害時は施設が運営で
きる限り、共助の力になりたい」と語っていました。

災害対応自動販
売機を操作する
参加者

▲浄水装置を
操作する職員

「我が家の防災
対策コーナー」
で相談する参
加者

「避難者受入訓練」では、カ
ードに被災者情報を記載する
訓練などが行われました。

自らの力で
被害を

最小限に

①バケツリレーによる消火訓練　②応
急救護訓練　③消火器による消火訓練　
④タオルを使った天ぷら鍋の消火訓練　
⑤毛布を使った負傷者搬送訓練

情報
伝達

▲アマチュア無線クラブ
防災ＮＥＴ鳩山による

「非常通信訓練」

緊 急 速 報
メ ー ル（ エ
リアメール）
▼

初期飲料水 対応確保

設備
住宅避難者

受入

News

協
定
書
を
手
に
す
る
宮
倉
理
事

長（
右
）と
小
峰
町
長

特別な配慮が必要な方への更なる備え
「災害時における二次避難所
（福祉避難所）の開設等に
関する協定」を締結

①

④

③

②

⑤
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特集　防災訓練から学ぶ 災害時の備え

はしご車による救助訓練で介助する消防職員

組 織
防 災

　

消
防
団
は
、
消
防
本
部
、
消
防

署
な
ど
の
消
防
専
門
職
員
を
有
す

る
機
関
と
は
違
っ
て
、
地
域
内
に

在
住
・
在
勤
す
る
有
志
で
構
成
さ

れ
る
組
織
で
す
。
消
防
団
員
は
、

普
段
は
会
社
員
、
自
営
業
、
農
業

等
の
職
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
火

災
・
災
害
発
生
時
や
災
害
警
戒
時

に
は
、
消
防
団
員
と
し
て
出
動
す

る
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

火
災
等
が
発
生
し
た
際
に
は
現

場
に
駆
け
つ
け
、
消
防
署
と
連
携

し
、
消
火
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
特
に
地
震
や
風
水
害
等
の

大
規
模
災
害
時
な
ど
に
は
、
多
数

の
消
防
団
員
が
出
動
し
、
被
害
拡

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
産

業
・
就
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
伴

い
、
消
防
団
員
も
減
少
し
て
い
ま

す
。
団
員
の
年
齢
構
成
も
、
か
つ

て
は
比
較
的
若
年
層
が
中
心
で
し

た
が
、
近
年
は
、
40
代
や
50
代
以

上
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

広
範
囲
に
わ
た
る
災
害
で
は
、

地
元
の
事
情
等
に
通
じ
、
地
域
に

密
着
し
た
存
在
で
、
即
時
に
対
応

で
き
る
消
防
団
が
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
消
防

団
員
が
減
少
し
て
い
け
ば
、

災
害
時
に
お
け
る
私
た
ち

の
安
全
確
保
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

大
の
防
止
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
平
常
時
に
は
、

地
域
行
事
で
の
警
戒
や
火
災

予
防
活
動
な
ど
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

率
先
し
て
地
域
を
守
る

特
別
職
の
地
方
公
務
員

消
防
団
員
の
減
少
は

地
域
防
災
力
の
低
下

に
協
力
し
な
が
ら
助
け
合
う
「
共

助
」
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
高

め
、
普
段
か
ら
身
の
回
り
の
準
備

を
し
た
り
、
訓
練
や
各
種
講
習
会

な
ど
の
防
災
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

消
防
組
合
は
、皆
さ
ん
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
、
日
々
、
訓
練
や
啓
発
活
動
、

組
織
連
携
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
災
害
の
規
模
が
大

き
い
ほ
ど
、
消
防
の
対
応
力
は
少

な
く
な
り
ま
す
。
防
災
の
要
は
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る「
自
助
」

と
、
地
域
や
近
隣
の
人
々
が
互
い

一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を

高
め
、
町
の
更
な
る
安
心
へ

鳩山消防団

西入間広域
消防組合

地域を守る 強い味方

鳩山消防団の団員と
なって一緒に鳩山を

守りませんか

Pick Up

建物火災消火訓練
で放水する鳩山
消防団員

■�入団条件　町内在住・在勤で、原則として 18 歳以上
45 歳未満の方　※女性消防団員も募集しています。

（11 月は女性消防団員の県下一斉ＰＲを行います。詳
しくは 27 ページをご覧ください。）
■�活動内容　◆災害時の人命救助、避難誘導、救急救助

等や警察業務などへの協力　◆平常時の火災予防活
動、警備警戒活動、教育訓練活動、機械器具等の点検
等　◆各種行事への参加（特別点検、出初式、操法大
会のほか、夏祭りなどの地域行事での警備活動など）
■�その他　◆団員として任命された場合、特別職の地方

公務員となります。　◆消防団は、職務ではなく代価
を求めない奉仕の精神で行うものですが、その労に報
いるための年額報酬と、職務従事時の出場手当が支給
されます。
■問合せ　西入間広域消防組合☎ 295－0119

このページでは、防災訓練にも参加した、西入間広

域消防組合と鳩山消防団にスポットを当て、地域の

防災力を高める“人の力”について考えます。

災害対応力を高めるた
めに必要なことについ
てお話を伺いました。

西入間広域消防組合組織図

西入間広域消防組合
消防本部次長兼消防
署長　神山 和之氏

民
等
有
志
で
組
織
さ
れ
る
消
防
団

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
消
防
組
合
と
は
、
消

防
本
部
の
統
制
の
も
と
、
消
防
署

が
実
際
の
現
場
に
出
動
し
、
消
防

団
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
24
時
間

体
制
で
３
町
の
住
民
の
暮
ら
し
の

安
心
と
安
全
を
守
っ
て
く
れ
る
組

織
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

災
害
時
の
対
応
の
ほ
か

啓
発
活
動
や
講
習
等
も

　

災
害
時
だ
け
が
、
消
防
組
合
の

活
躍
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
㌻

で
ご
紹
介
し
た
住
宅
用
火
災
警
報

器
設
置
の
推
進
活
動
や
、
子
ど
も
た

ち
に
防
災
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
や

災
害
時
の
対
処
方
法
を
学
ん
で
も

ら
う
「
夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室
」

（
管
内
の
小
学
４
～
６
年
生
が
対
象
）

の
開
催
な
ど
、
各
種
防
災
啓
発
活

動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
や
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
推
進

　

災
害
時
、
被
害
を
大
き
く
し
な

い
た
め
に
精
一
杯
の
努
力
を
す
る
消

防
組
合
で
す
が
、
で
き
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
個
人
や
地
域
の

人
々
の
活
動
が
、
広
範
囲
で
、
き
め

細
や
か
な
対
応
を
可
能
に
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
消
防
組
合
で
は
、
自
治

体
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
、
自
主
防
災
組
織
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
本
部
自
ら
が
積
極

的
に
訪
問
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
今
後
も
住
民
一
人
ひ
と
り
が
防

災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
や
、
お
互
い
に
「
顔
の
見
え
る
」

関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

西
入
間
広
域
消
防
組
合
は
、

毛
呂
山
町
、
鳩
山
町
、
越

生
町
の
３
町
を
管
轄
す
る
消
防
組

合
で
す
。
消
防
組
合
に
は
、
そ
の

組
織
と
し
て
、
消
防
事
務
を
統
括

す
る
機
関
で
あ
る
消
防
本
部
、
災

害
等
の
第
一
線
で
活
動
す
る
消
防

署
、
必
要
に
応
じ
招
集
さ
れ
る
住

　災害の発生は正確
な予測が困難で、消
防職員等が現場に到
着するには時間がか
かる場合があります。
そのため、いざとい

う時に的確な初期対応が取れるよう、普段
から「共助」体制を構築しておくことが重
要です。また、地域で危険な箇所を把握し、
共通認識を持った上で、具体的な想定で訓
練や準備を行うことも必要です。
　自治会、消防団、福祉施設、企業などが
連携し、お互いが協力し合える関係を築く
など、地域コミュニティの力を高めること
が、災害対応力の強化につながります。

消防本部 警防課
警防係

予防課

鳩山分署

越生分署

団本部毛呂山消防団
団本部鳩山消防団
団本部越生消防団

指令係
予防係
保安指導係
消防・指導係
指揮係
予防係
警防係
救助係
救急係
警防係
救急係
警防係
救急係
5 箇分団
3 箇分団
6 箇分団

総務課 総務係

消防署

そ
れ
ぞ
れ
、第
１
～
第
３
ま
で
編
成
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